
⑥待機期間中、症状があり、
医療機関を受診した場合
は、結果を報告

⑤要待機者となった児童
生徒に指示

学校における新型コロナウイルス感染症対応について

陽性者
（児童生徒）
又は保護者

・接触状況確認
基準を参考に、
活動範囲を事前
に整理・準備して
おくよう依頼

学 校
・初期対応としての臨時休業等（⼀旦閉鎖）は不要
・接触状況確認基準や陽性者からの聞き取りをもとに、
会話（大声や飛沫が飛ぶ会話を想定）の際にマスクを
着用していないなど感染対策を⾏わずに飲⾷や部活動等
を共にした要待機者リストを作成
・閉鎖後、オンライン授業を実施した場合は、オンライン
授業日扱いとする

保健福祉事務所

相談があった場合、
学校での要待機者の
選定の考え方、状況
を確認

①陽性確認を連絡
（PCR受検時に事前
連絡）

②活動範囲を陽性者に
電話等で状況確認

③必要に応じて、学校
で選定した要待機者
について相談
(リスト提出は不要)

④要待機者の選定内
容について助言

要待機者（児童生徒）

【指示内容】
・３日間(４日目に解除)の⾃宅
待機＋５日目までの健康観察等
・待機期間中、少しでも症状があ

れば医療機関を受診し、結果を
学校へ報告

〇出席停止
・保健所から特定された濃厚接触者(５日間の⾃宅待機＋７日目までの健康観察等)

ただし、２日目及び３日目に抗原定性検査キットを用いた検査で陰性を確認した
場合は、３日目から⾃宅待機の解除が可能（その場合も７日目までの健康観察等）

・会話(大声や飛沫が飛ぶ会話を想定)の際にマスク未着用など感染対策を⾏わずに飲
⾷や部活動等を共にした要待機者(３日間の⾃宅待機+５日目までの健康観察等)
ただし、濃厚接触者と同様に、２日目及び３日目に抗原定性検査キットを用いた検査
で陰性を確認した場合は、３日目から⾃宅待機の解除が可能

・重症化リスクの高い高齢者や既往症がある方と同居している児童生徒(申出が必要)
※それ以外の者は登校可

〇臨時休業等（学校判断、県教委承認）
（5日程度(土日祝日を含む。)
※期間は感染の把握状況、拡大状況、児童生徒への影響等を踏まえ判断）

・学級閉鎖 以下に該当し、学級内で感染拡大の可能性が高い場合
（家庭内感染など、児童生徒間で感染経路に関連がない場合、学級閉鎖は不要）
①同⼀の学級で複数の児童生徒の感染が判明した場合
②感染者が１人でも、周囲に未診断の風邪等の症状を有するものが複数いる場合
③その他、学校⻑が必要と判断した場合

・学年閉鎖…複数学級を閉鎖し、学年内で感染拡大の可能性が高い場合
・全学年閉鎖…複数の学年を閉鎖し、学校内で感染拡大の可能性が高い場合
・閉鎖後、オンライン授業を実施した場合は、オンライン授業日扱いとする

県教委（危機管理担当）
（TEL:0952-25-7398）

学校での対応、判断
に対する相談・支援

支援

※ 教職員も同じ対応
※ 市町⽴学校も県⽴学校と同様の対応をお願いします。
※ 国⽴・私⽴学校もこれを参考に同様の対応を検討して下さい。

【R4.8.25現在（⽂科省対応ガイドライン8.19反映後）】

⑦臨時休業等の判断

※保健所による濃厚接触者の特定や行動制限を含めた積極的疫学調査について、感染リスクが高い同一世帯内や重症化リスクの高い方が入
院・入所している医療機関・高齢者施設に重点化されており、学校においては、保健所による積極的疫学調査が行われません。
○ 濃厚接触者：保健所が特定するもの（５日間（６日目に解除）の自宅待機＋７日目までの健康観察等）
○ 要待機者：学校が特定するもの（３日間（４日目に解除）の自宅待機＋５日目までの健康観察等）


